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こんにちは！学生留学アドバイザープロモーション班です。 

2022年 12月 20日(火)に 18:30から 20:30まで毎年恒例「冬の国際交流パーティー」

を開催しました。感染症拡大防止の観点からオンラインで行いました。 

本イベントの主な開催目的は、日本人学生と留学生が交流する機会を提供することで、日本人

学生の留学への関心を高め、留学生の学内での人脈を広げることです。 

今年度のテーマは、「おうちでわいわい忘年会」でした。日本ならではのしきたりである忘年会

を留学生にも知ってもらう機会とし、みんなでこの一年間を振り返りながら楽しくお話をしてほ

しいという思いが背景にはあります。 

  

【イベントの内容】 

・参加者を言語レベル別に班分けし、3種類のゲーム＋座談会を行うグループワーク形式の企

画。各班にゲーム及び座談会の進行を行うサポーターを学生留学アドバイザーの中から募りま

した。 

・ゲームコンテンツ： 

①    自己紹介ゲーム（２つの自分に関する情報を発表するが、1つは本当でもう１つは嘘。

本当の情報をグループメンバーには推測して当ててもらう） 

②    今年の出来事クイズゲーム（今年の出来事に関するクイズの回答をグループメンバー

と一緒に考える） 

③    以心伝心ゲーム（ある物事に関して最初に思い浮かんだものをチャットに同時送信。同

じ回答が多いほど以心伝心しているといえる） 

・座談会：前半は今年の出来事を振り返れるトークテーマを各班のサポーターに 2－3個提示し

てもらい、後半はフリートークとしました。「座談会の時間が短い」という前年度の参加者の声を

反映させるために、今年度の座談会の時間は 30分と例年より長めに設けました。 

 

【参加人数】 ※参加者 54人中回答数 46件 

 

参加人数は 54名と、参加予定者 69名のうち 78%の参加率でした。 



留学センター職員と運営メンバーも含めると当日の参加者は合計 75名でした。 

 

内訳は、参加者 54名、サポーター14名、司会 2名(1人は統括も兼任)、統括 3名、留学セン

ター職員 3名でした。 

サポーターに関して、募集開始時は 6名ほどしか集まりまらなかったけれども、留学センター職

員の方にも呼び掛けていただくことや、5限の授業がある人も参加できるように開始時刻を予

定より 30分遅い時間に変更したことにより当日までに 14人ものメンバーに協力してもらう

ことが出来ました。 

 

【参加者アンケート結果】 

 

満足度は 87%で、特に座談会が最も好評でした。一方、今年の出来事クイズに関して、ルール

が少し難しかったという意見も見られました。 

 

満足感を得ることが出来た理由として、学部・学年・国籍をまたいだ交流が出来たことや、プロ

グラムを通じてほかの参加者について知ることが出来たという声が上がりました。 

 

また、同性の参加者と交流したかった、一部の参加者からはブレイクアウトルームに留学生がい

なかった。日本語を話したくてメンバーに日本語で話しかけたのに英語しか返って来なくて残

念だった。という意見も出ました。 

 

 
 



 

 

 

【振り返りアンケート結果】 ※回答数 10件 

参加者だけではなく、サポーターとして運営に協力してくださったメンバーにもアンケートを実

施したので結果を共有します。 

 

統括からの指示のわかりやすさに関して、全員がわかりやすかったと回答してくれました。 

また、当日の流れに関しても 90%のファシリテーターが把握できていたと回答してくれまし

た。 

 
理由として、必要な情報が一か所(マニュアル)にまとまっていてわかりやすかったことや、配布

資料に十分な情報量が載っていたこと、複数回のリハーサルがあったためフィードバックをもら

う機会や疑問点を解消する機会が十分にあったことなどがあげられました。 

 

一方、サポーターの業務量に関しては、3割程度のメンバーから負担が重かったとの声が上が

りました。ブレイクアウトルームでルール説明も含めてすべて一人で行うのは大変だったとの意

見が複数人から上がりました。 



 
 

次回以降は部屋ごとのサポーターを 2人にする、またはルール説明を司会者がメインルームで

全体に向けて行う方式をとるなどのサポーターの負担が軽くなるように工夫していこうと思い

ました。 

 

全体を通して、久しぶりに英語でラフな会話をするのは楽しかった。対面開催もしてみたい。サ

ポーター同士での写真撮影は全員がそろったときにしてほしかった。マニュアルや台本がわかり

やすく、複数回リハーサルがあったため戸惑うことなくスムーズに進行で来た。などの感想が上

がりました。 

 

【運営の感想】 

1．良かった点 

- 対面開催は叶わなかったものの、留学生と日本人学生が交流できる機会を作れたのでよか

った 

- 企画班の考えてくれた企画のクオリティが高かった 

- 企画班が素晴らしいスライドと台本を作ってくれたおかげで司会とサポーターにとって流

れが掴みやすかった 

- メディア班が広報として素晴らしいポスターを作るなどしてくれた 

- 全体統括・企画班・広報班それぞれがやるべきことをスケジュールにしてやり忘れを防げた 

- 全体統括三人の中で、メール文言を作る人、留学センターとの窓口になる人、企画班・広報

班と連携をとる人のように役割分担をできた 

2．悪かった点 



- 昨年までの実績があるにも関わらず、初期の準備の日程的余裕があまり持てず、サポータ

ー不足による規模の縮小、サポーターの練習不足などのイベント直前のドタバタが生じてし

まった 

- インスタグラムでの広報では、イベントの名称を一部間違えたり、スケジュール通りに投稿が

できなかったりした 

- 当日キャンセルが出たため、ブレイクアウトルーム１つあたりの参加者が少なくなったり、日

本人学生と留学生の割合がバラバラになったりしてしまった。ルームによっては、日本人し

かいなかった 

- ブレイクアウトルームの部屋割りに時間がかかりすぎてしまった 

- 全体的に 10分程度早く終わってしまった 

- メールアドレスが間違えているせいでメールが送れない人が多かった 

- サポーターが一人で各ゲームのルール説明からゲーム進行まで行うのは負担が大きすぎた 

3．改善案 

- 全体統括・企画班・広報班の全員が参加する LINEグループを作ることで、より頻繁で正確

な意思疎通を図る 

- イベントの 2ヶ月前くらいには日程とイベントの原型を決め、コアメンバーを含めた留学ア

ドバイザーの日程確保をする 

- チャットのやり取りだけで済ませるのではなく、対面＞Zoom＞LINE（文面）の優先順位で

意思疎通を図る 

- ブレイクアウトルーム間の移動は（出会わないと 2023のように）参加者に任せるべきだっ

た 

 

- 規模が大きい場合は Twitterでの広報が有効かも 

 

- 早く終わってしまった場合のための対応も考えておくべき 

 

- メールアドレス入力を間違えないように強調する 

 

- ゲーム説明は司会者が全体向けに一度に行う、または各ブレイクアウトに２人ずつサポータ

ーを配置することでサポーターの負担量を減らす 

 



 

 



 
 


